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· 選手が対戦相手への敬意をこめた振る舞いをするよう指導してください。
＜具体的には＞
· 試合前、試合後の礼を正しく行う・・・選手がお互いに相手の目を見て礼をするよう、主審・副審・監査を問わず指導してください。特に試合後は雑になることが多く見受けられます。また、組手競技において選手から主審への礼は不要です。
· 試合中の過度な発声は慎む・・・組手競技においてポイントを取った後、大げさな発声をする選手が見受けられます。1回目は口頭注意、2回目以降はペナルティを与えてください。
· 公平を期すため、型・組手を問わず自分の道場及び関係の選手が試合をするときは審判パネル（主審・副審・監査）から外れ交代を申し出てください。ただし、交代可能な審判員がいないときはコート主任了解のもと①監査、②副審の順に審判パネルに入ってください。

本大会申し合わせ事項
型
· 入退場について：2人同時演武の時は斜めに入場し、演武後はコート外まで下がって判定を待つように選手へ説明してください。
· 型の開始
· 2人演武：主審の号令「始め」で開始
· 1人演武：選手自身で開始する（従来通り）
· 点数方式の基準点
· 予選（団体戦のみ）：８．０　（７．０－９．０）
· 決勝：９．０　（８．０－１０．０）
· 決勝戦では最初の選手の演武をよく見極め、点数に差をつけて評価してください。
· 得点計算方法
· 5名の審判による得点のうち、最高点及び最低点を削除し、残る3名の合計点を得点とします。
· 同点の場合は以下の手順で順位を決めます。
1 3名の得点の中で最低点を比べ高い方が勝ち
2 3名の得点の中で最高点を比べ高い方が勝ち
3 削除した最低点を比べ高い方が勝ち
4 削除した最高点を比べ高い方が勝ち
5 再試合（同じ型でもよい）


組手
· 少年の試合において、
· 主審・副審・監査の役割、ポイントの採用は全空連の現行ルールを適用します。
· 副審は選手の技に積極的に反応してください。技が良く見える位置の副審の旗も判断材料の一つです。
· けが防止のため、力強さ・スピードをよく見極め年齢やレベルに応じた判定（技の採用）をしてください。
· 要項に定めた必須防具を装着していない場合は失格とします。
· 拳サポーターについて
· WKF指定、JKF指定どちらも使用できます
· 親指カバーははめても抜いても構いません
· 注意（旧C1）適用の基準：
· 受け身の取れない投げ及びローキックのような足払いには適用する。
· 足払い・投げのあと、倒れている相手への攻撃は手技・足技ともに可とします。（過度の接触が無い限り注意適用しません）
· 小学生以下
· 突き・蹴りとも過度の接触が認められた場合は適用。
· 足払い・投げともに禁止しません。
· 中学生
· 突き・蹴りとも過度の接触が認められた場合は適用。
· 上段に技が当たった場合、主審は部位を目視確認してください。
· 残心の有無をよく見極めてください。
· ポイントとならない例：
· 蹴った後に転倒した場合
· 中段を突いた後に体勢を崩した場合
※ただし、技が決まった後に相手が押して崩した場合は、攻撃者にポイント、押した者にプッシングのペナルティを与えます。
· 10カウントルールは適用しません。

· 一本勝負（一般以上の部）について
· 「やめ」がかかった場合、主審及び副審は必ず意思表示をしてください。
· 技を取る
· 取らない（補助動作で理由を伝える）
· 見えない
· 上段蹴りは自動的に一本とはなりません。技ありとなる場合もあります。
· 手技及び連続技でも一本となる場合があります。
· ペナルティは以下の3カテゴリーに分類し、「警告」「反則注意」「反則」の3段階を設けます。
· 反則：過度な接触、コントロールしていない技
· 場外：場外に出た場合
· 無防備：相手の技を受けない無防備な状態
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